
養豚塾について

私には現在、それだけで、人を納得させる

ような資格、肩書きはありません。ただ、豚

との付き合いは長く、３５年になります。しか

し、生産者として一貫してその仕事をやると

いうのではなく、従業員であったり、営業マ

ンであったり、コンサルタントであったりと、

いろいろな立場で養豚と関わってきました。

私は、農業とまったく関係ない東京のサラ

リーマンの子どもとして育ち、大学では文学

部で日本史を専攻しました。就職時期は最悪

の就職難の時期といわれ、応募書類も受け付

けてもらえないという厳しい時期でした。

そうした時でも、養豚産業はどんどん企業

化が進み、労力不足と急拡大路線で求人を数

多く出していました。「学部学科不問、健康

であること」という条件で給与水準も良かっ

たので、養豚業界に入ったのが豚との付き合

いの始まりです。

最初に就職したのが神奈川県に本拠を置く

企業養豚の会社でした。何の豚に対する知識

もなくひたすら現状を受け入れ、勉強する以

外に道はありませんでした。

就職して２～３年は、転職を考えて、他産

業に向けての就職活動も行いましたが、養豚

産業が性にあったのか、１５年ほど、いくつか

の企業養豚を渡り歩き、農場のマネージメン

（有）黒豚振興エージェンシー 山下 哲生

現場に即した養豚技術
第１回 「養豚コンサルタント」と「養豚生産者」２つの顔

畜産会 経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
No.261平成23年８月15日

独立行政法人農畜産業振興機構 畜産業振興事業

〒１０１－００２１ 東京都千代田区外神田２丁目１６番２号
第2デイーアイシービル9階

TEL 03－6206－0846 FAX 03－5289－0890
URL http://jlia.lin.gr.jp/cali/manage/
E-mail jlia＠jlia.jp

１ セミナー生産技術
現場に即した養豚技術
第１回 「養豚コンサルタント」と「養豚生産者」２つの顔 山下 哲生

２ 行政の窓
原発事故の畜産への影響 松本 光人、農林水産省

３ お知らせ
肉用牛肥育経営安定特別対策事業（新マルキン事業）の肥育牛補塡金単価について

４ セミナー経営技術
全国集計結果からみた畜産経営の動向④（養豚一貫経営）㈳中央畜産会

５ あいであ＆アイデア
安価な塩素殺菌で飲み水の水質改善
猛暑でも食欲旺盛「牛」生き生き 定森 久芳

６ 牛肉・豚肉・子牛市況

主
な
記
事

社団
法人 中 央 畜 産 会

1



トを行う立場にもたちました。

途中、４年ほど養豚機材を生産するメー

カーに開発と営業担当として就職したことも

ありましたが、１９９３年からは独立してコンサ

ルタントを開業、そのかたわら、業界におけ

る現場に即した人材育成を目指した「養豚

塾」の開講に至っています。

養豚塾は、イギリスの大学で受けた養豚の

産業教育の日本での展開を目指し、養豚場の

農場長や関連業界の技術者を講師に招き、受

講者と話し合いながら、研修を進める方法で

実施し、交流会も同時に行い全国から多数の

受講者を集めています。

これまで、１３０講座を実施し、今年は「人

工授精と凍結精液」をテーマに、１０月７、８

日に開講する予定です。

養豚生産者としての今

しかし、２００５年から自分で農場を抱え、養

豚経営を行うことになりました。５２歳からの

「帰農」というかたちになります。

現在は、千葉県香取市で繁殖・肥育一貫農

場を直営で、鹿児島と長野で協力農場の経営

に携わっています。

千葉の農場は母豚５０頭規模です。日本の標

準が母豚１５０頭規模ですから、３分の１の経

営規模です。そうした中で経営を維持してい

くためには、自ら率先して現場に入るととも

に、特徴ある経営をしていかないと維持でき

ません。

経営をどうにか維持できているのは、純潔

の英国種黒豚（ブリティッシュ・バークシ

ャー）を飼養し、インターネット通販で売り

上げを伸ばしているファームネットジャパン

株式会社の「サンライズ黒豚」として付加価

値の高い肉豚生産を行っているからです。

英国種黒豚は肉豚だけでなく、種豚、精液

での販売でも、かなりのウェイトを占めるよ

うになっています。

（写真１）養豚塾でイギリスの養豚について話をする筆者
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英国種黒豚との出会い

英国種黒豚を扱うようになったのは、２０年

ほど前に、日本の養豚産業の進み方に疑問を

感じ、イギリスの農業大学の養豚コースで勉

強したことがベースになっています。

そこで勉強したことは、システム化、効率

化よりも、ストックマンシップ＝家畜管理者

として、家畜と向き合う基本的な精神、態度

でした。

特に、現在でも子豚生産の２０％程度を支え

ているイギリスの野外での放牧養豚は、新鮮

な衝撃を受けて帰ってきました。イギリスで

は、まだまだ小さい規模でも、しっかりした

考えで家畜の育種改良を行っている生産者が

多数います。

また、退職したサラリーマンでも理想は、

農村に帰り、自分の家畜を持ち、ペットを育

てるように、身近な範囲で家畜の世話をする

というのが最上とされているようです。

このような育種を行おうとする人たちに

は、これを支援する民間のシステムがありま

す。有名なイギリスのナショナルトラスト

（自然保護協会）も、絶滅に近い希少品種に

類する家畜を飼う農家に経済的な支援を行っ

ています。

このようなイギリスの畜産とパイプをもっ

ているということで、鹿児島の黒豚生産者か

ら、ぜひイギリスの黒豚を日本にもってきて

くれといわれたのが、話の初めでした。

黒豚というと、鹿児島黒豚が浮び上がりま

すが、そもそも、鹿児島黒豚の基本は、明治、

大正、昭和と３代にわたりイギリスから輸入

された英国黒豚が基礎となっています。

すなわち、黒豚の頂点に立つのは、まさに

英国黒豚なのです。６～７年前というと空前

の黒豚ブームで、産地は潤っていましたが、

一方で血液の更新が停滞し行き詰まりがみえ

ていました。

そんなときに、イギリスから「民間の力で

黒豚の直輸入を！」というのは、自然な声で

した。ただ、１回の農場選抜というのも不安

なため、２００４～２００５年にかけ、３回ほどイギ

リスの産地を訪れ、生まれたての子豚からあ

る程度の大きさになるまで、豚をチェックし、

最終的に候補豚を選抜していきました。

しかし、この過程で、要請された黒豚生産

者から中止の判断が下され、すでに、かなり

の話を煮詰めていた関係もあり自分で農場を

（写真２）千葉県香取市の豚舎にて
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開設する決意を固めました。

幸い、当時コンサルテーションをさせても

らっていた大分県の農場で、地域的に隔離さ

れ、かつしばらく空いていた農場があったの

で、そこを借り、養豚農場を始めたのが２００５

年の春でした。そこの農場は狭く、母豚３０頭

がやっとでしたが、そこに、イギリスからの

直輸入の原種１３頭と、日本の在来の黒豚１５頭

を入れて始めたのがスタートです。

小規模経営でも成功するためには

現在、畜産はどの畜種も、国際競争に打ち

勝つため、ひたすらシステム化し、大規模化

することが求められています。コストを削減

し、生産価格を下げ、かつ、供給力を潤沢に

することで市場の信任を得ようとする経済行

動のようです。

一方、規模拡大できない中小零細な畜産経

営は、非効率、高コスト、そして労力不足か

ら、経営から撤退する例が顕著です。

私の携わる養豚経営も、みるみるその数が

減り、国内の農場数は６０００戸程度になってき

ています。勉強会、講習会でも、集まるのは

関連業界、関連団体、官公庁からの参加者が

多く、生産者の数は、ごくわずかという場面

によくでくわします。

また、発信される情報もほとんどが海外発

で、昔よく農業新聞などをにぎわせた、発明

工夫に関する農場発の記事なども、ほとんど

みられなくなりました。

そのような中で、小規模経営でも、まず「自

分でやりたい」という強い希望、同時に「コ

ンサルタントとして農場をやり、失敗したら

共倒れ」という背水の陣、そして、なにより

も、日本の養豚産業の中で日本発の貴重な遺

伝子群となっている「黒豚」の原種を維持し

ていくことは、業界にとっても不可欠との思

いで農場経営を始めました。

次回から、私の経験から元気が出る情報が

少しでも発信できればと思います。

（筆者：（有）黒豚振興エージェンシー代表取締役）

（写真３）国内では珍しい英国種黒豚
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畜産草地研究所 松本 光人
原発事故と畜産

３月１１日に発生した東日本大震災による東京電力福島第一原子力発電所事故の影響は、生
乳の出荷停止や粗飼料の利用制限に加え、７月に入ってから、福島県内の出荷牛から基準値
を超えるセシウムが検出されたことを受けて、福島県産牛肉の出荷停止や、被災地ならびに
その周辺の牛肉の枝肉価格が大幅に下落するなど、被害が拡大しています。そこで、今回の
原発事故が畜産に与える影響と、安全な畜産物を生産するための飼養管理方法、牛肉・稲ワ
ラからの暫定規制値等を超えるセシウム検出に関する緊急対応策をまとめて紹介します。

原発事故で起きたこと

東京電力福島第一原子力発電所事故による

放射性物質の環境汚染問題は終息の方向が見

えない。土壌や水、そして飼料や牧草の汚染

から畜産物の安全を如何に確保するか、畜産

関係者が一体で取り組む必要がある。原発事

故で何が起きたのか、まず概観してみたいと

思います。

地震発生により原子炉は緊急停止し燃料ウ

ラン（U）の核分裂は止まりましたが、核分

裂で生成した元素（原子：放射性同位体、RI）

は不安定で、α線、β線、γ線などの放射線

（注１）を出しながら安定な状態（安定同位

体）になっていきます（崩壊、注２）。この

速度は元素で異なり、半分に減る（半減期）

のにヨウ素（I）１３１では８日、セシウム（Cs）

１３７では３０年（Iのおよそ１４００倍）かかりま

す。事故直後はI１３１の影響が大きかったもの

の、現在は１０万分の１以下に減少していると

推定されます。

崩壊のエネルギーは最終的には熱となりま

すが、炉停止直後ほど大きく、メルトダウン、

水素爆発、環境への放射性物質の放出をもた

らしました。３月１５日の水素爆発で放出され

たと推定される放射性物質の雲（プルーム）

は、最初は北東の風に乗り原発から南西に、

夕方には北西に流れました。この時降雨や降

原発事故の畜産への影響
―放射性物質の正しい知識と安全な畜産物生産のための留意点―

行行政政のの窓窓
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雪のあった地域では、放射性物質が水と共に

降下し土壌、牧草や野菜、野外に置かれてい

た飼料、ワラなどあらゆるものを汚染しまし

た（湿性沈着）。春分の日の前後に関東地方

は北東の風と降雨があり、これらが現在の空

間線量に影響しています。常緑植物や葉物野

菜などでは葉から放射性物質を吸収する（葉

面吸収）。事故直後にほうれん草からIやCs、

その後一番草や茶葉からCsが検出されたのは

このためです。

畜産物の汚染を防ぐ

このように放射性物質は原子炉から同心円

状に拡散・降下するのではなく、風向きや気

象条件によりその分布は大いに異なります。

汚染の実態を早期に把握し、詳細な汚染マッ

プを作成することが重要です。現在、２３年度

科学技術戦略推進費により放射線量等分布

マップの作成が行われています。また、第２

次補正予算でも詳細な汚染マップの作成が予

定されています。Csは土壌に強く吸着し地表

数センチ以内に長く止まるため、農地土壌等

からの放射性物質除去技術の開発も併せて行

われています。表土の除去などさまざまな方

法が試行されていますが、汚染土壌など放射

性廃棄物の最終処分地を早急に決める必要が

あります。

土壌から作物への吸収（経根吸収）の程度

は、移行係数［（作物中の濃度（Bq/kg））/（土

壌中の濃度（Bq/kg））］で示されます。この値

は作物の違いや土壌のタイプや肥沃度で異な

り非常にばらついています（表１）。今後、

日本の土壌や栽培条件に対応した各種作物に

おける移行係数を明らかにすることが必要で

す。また、イネではCsが白米、ヌカ、モミ殻、

ワラ、根の各部分に、それぞれ、７、１０、７、７３、

３％分布するとの報告があり、白米では規制値

をクリアしても玄米や籾米あるいはワラでは

濃度が高いことが予想され、飼料として利用

する際には部位別データの収集も重要です。

・植物全体（根を含む）での値
・日本では、草種ごとに移行係数を検討した事例はほとん
どない。

（３．０�１０－３
～４．９�１０－１）

（１．０�１０－２
～５．０）

（１．０�１０－２
～１．８）

（４．８�１０－３
～９．９�１０－１）

７．３�１０－２２．５�１０－１１．６�１０－１６．３�１０－２

トウモロコシ牧草
（放牧）マメ科イネ科

牧草（採草）

（表１）Csの移行係数（２０１０；IAEATechnicalReports
SeriesNo.４７２）

--------------------
注１：放射線の種類と外部被爆・内部被爆：放射線の影響は、放射性物質が体外にある場合（外部被曝）と体内に取り込まれた
場合（内部被曝）とに分けられる。α線はヘリウム（He）原子核の流れで紙でも遮蔽できるが、エネルギーは大きく内部被曝が
問題となる。プルトニウム（Pu）２３９が代表的なα核種である。β線は電子線で、大量に被曝した場合には放射線熱傷の危険が
あるが、内部被曝が問題となる。ガンマ線は波長の短い電磁波の一種であり、鉛などで遮蔽する必要があるほど透過力が強く、
外部被曝は極力避けるべきある。ほとんどの核種はγ線を出すので、ゲルマニウム半導体検出器と波高分析器により種類や濃
度が分析できる。しかし、ストロンチウム（Sr）９０などはβ線しか出さないので、化学的に分離して測定する必要があり、測
定に１月ほどかかる。放射線のエネルギーを細胞が吸収することで障害が起こる。被曝による生物学影響の大きさを示す単位
がシーベルト（Sv）である。

注２：原子核が放射線を出して（崩壊して）、より安定した原子核に変わる性質を放射能という。原子核の崩壊を示す単位がベ
クレル（Bq）で、１Bqは１秒間に１個の原子が崩壊し別の原子になることを示している。
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畜産物の放射能汚染を防ぐには飼料や飲水

からの摂取を避けることが最も重要です。し

かし、大気中にエアロゾルあるいはガスとし

て放出された放射性物質は呼吸を通じても体

内に取り込まれ、汚染飼料を給与しなかった

牛の乳からもCsやIが検出されます。特にIは

２００℃以下で気化するので、エアロゾルを除

いてもガス化したIを吸い込む可能性があり

ます。事故発生直後にはI被曝を避けること

が重要です。牛体内に取り込まれたIは数時

間後には乳汁中に認められ、人乳でも同様で

す。３月１６日以降福島県の原乳や茨城県の放

牧牛の乳から１，０００Bq/Lを超えるI１３１が検出

され、出荷が制限された。規制前は地震によ

る集乳システムの破壊や停電により、生産さ

れた牛乳は廃棄されており、結果として、高

濃度のI１３１に汚染された牛乳は消費されな

かったと推察されます。前述のようにI１３１は

半減期が短く、乳・肉とも現状では全く問題

ないと言えます。牛乳についてはミルクス

テーション単位でモニタリングされており、

Csについても安全は確保されています。

３月１９日に農水省は「原発事故を踏まえた

家畜の飼養管理について」を関東・東北農政

局宛通知し、同様の内容を２１日「畜産農家の

皆様へ」として「通常よりも高いレベルで放

射線量が検出されている地域においては、家

畜に放射性物質がかかった牧草、乾草、サイ

レージなどの飼料を与えることがないよう

に、事故の発生前に刈り取った飼料を使う、

屋内で保管された飼料を使う、屋外で保管さ

れている飼料はラップ等で空気に触れない状

態で保管されたものを使う、貯水槽にふたを

するなど粉塵等が混じらないようにする、放

牧を当面見合わせる」などの諸点について注

意喚起しています。この通知が徹底されてい

れば、牛肉の汚染も防げたと考えられます。

さらに、４月１４日に「粗飼料中の放射性物

質の暫定許容値の設定等」が農水省から通知

され、２６日には「畜産農家の皆様へ（その

２）」が発表されました。この許容値は、粗

飼料から放射性物質が取り込まれることを前

提に、最大限摂取した場合にも畜産物中の放

射性物質が食品としての規制値を超えないよ

う、牛の最大粗飼料摂取量と移行係数（摂取

した放射性核種がどのくらい畜産物に移行す

るか）を基に設定されています。作物の場合

と異なり畜産物、例えば牛乳の移行係数Fmは、

Fm＝（牛乳中の濃度（Bq/L））/（１日摂取量（Bq

/日））で求めるので、（日/L）という一見奇

妙な単位（次元）をもつ数字になります。し

かし、この式を変形すると牛乳中濃度（Bq/L）

＝Fm�１日摂取量＝Fm�飼料摂取量（kg/日）

�飼料中濃度（Bq/kg）となります。牛乳の規

制値は濃度で示されるので、これを超えない

飼料中濃度が直接計算できるわけです。畜産

物への移行係数に関しては多くの研究があり

ますが、非常にバラツキが大きくなっていま

す（表２）。牛乳は多頭数の牛の乳が合乳さ

れるので、個体ごとの値より全体の平均で捕

らえることが合理的です。また、安全性を考

慮して採食量は報告されている最大摂取量を

用いてCsの許容値が算出されています。一方、

牛肉では一頭一頭の濃度が重要であり、その
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ため、報告されている移行係数の最大値を用

いています。これらの値を守っている限り規

制値を超える畜産物が生産されることはない

と言えます。今後、稲ワラを含む各種飼料の

移行係数に関するデータを蓄積する必要があ

ります。

過去の放射能調査から

畜産物を含め食品による内部被爆や土壌か

らの外部被爆の健康に及ぼす影響についてさ

まざまに議論されていますが、低線量被爆の

長期的影響については専門家の意見も分かれ

ています。過去、日本は米ソなどの大気圏核

実験の影響で全国的に放射能汚染されていま

した。ビキニ環礁での水爆実験（１９５４年）の

翌年から気象庁の放射能観測が始まり、５９年

には第１回放射能調査研究成果発表会が開催

され、以後５０年以上にわたる広範なデータが

公開されています（http://www.kankyo-hosh

ano.go.jp/kl_db/servlet/com_s_index）。現

在の汚染状態から今後の影響を評価するに

は、これらのデータを再度検討することで

しょう。

牛乳中の放射能についても農林省畜産試験

場（現畜草研）で調査を行い、６２年の第４回

成果発表会から日本各地の原乳のデータを公

表しています。これによりますと日本の環境

放射能が最も高かった６４年には、全国平均で

１０Bq/L、最も高い地点では２５Bq/LのCs１３７が

検出されました。その後は急速に減少しチエ

ルノブイリ事故の際に一時に上昇しました

が、最近では０．０１Bq/L程度で推移していまし

た（図１）。６４年には成年男性の体内には５００

Bqを超えるCs１３７が蓄積し、中学生の尿には

５Bq/L程度が排せつされていました。また、

水田作土中から全国平均４３Bq/kg、最も高い

地点で１１６Bq/kgのCsが検出されました。これ

は、現在の土浦市やつくば市と同レベルです

（４月８日茨城県農林水産部発表の農用地の

土壌調査結果）。

過去の膨大なデータから現在の汚染の影響

を評価し将来に向かっての対策をたてるため

には、現在の汚染状況を正確に知り国民全体

で共有することが必要でしょう。
（著者：独立行政法人農業・食品産業技術総合研究

機構 畜産草地研究所所長）

（図１）牛乳放射能のモニタリング調査の結果

６．７�１０－３
（２．０�１０－３～３．８�１０－２）

５．４�１０－３
（４．０�１０－４～２．５�１０－２）I

２．２�１０－２
（４．７�１０－３～９．６�１０－２）

４．６�１０－３
（６．０�１０－４～６．８�１０－２）Cs

Ff（d/kg）Fm（d/L）

（表２）乳、肉への移行係数（２０１０；IAEATechnical
ReportsSeriesNo.４７２）
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農林水産省生産局畜産部
～安全な畜産物を生産するために～

原発事故を踏まえた家畜の飼養管理について

「放射性セシウムを含む肥料・土壌改良資材・培土及び飼料の暫定許容値の設定について」
（平成２３年８月１日付け消費・安全局長、生産局長、林野庁長官、水産庁長官連名通知）で、
牛、馬、豚、鶏、うずらの飼料中の放射性セシウムの暫定許容値を設定しました。
安全な畜産物の生産・供給のため、改めて以下の内容についてご理解いただき、徹底してい

ただきますようお願いします。

３００Bq/kg豚
３，０００Bq/kgその他の牛
３００Bq/kg肉用牛
３００Bq/kg乳用牛

放射性セシウム
飼料中の放射性セシウムの目安

１．飼料について

放射性セシウムが暫定許容値以下の飼料や、原

発事故前に生産され適切に保管された飼料等を

給与しましょう。

⑴放射性セシウムが暫定許容値以下の飼料
や、原発事故前に刈り取った飼料、輸入飼
料を使いましょう。

⑵倉庫など屋内で保管された飼料を使いま
しょう。

⑶屋外で保管されている飼料は、飼料タンク
やラップ等で密閉保管されたものを使いま
しょう。
（念のため、使う前に乾草等を覆っているラッ
プ等を布で拭いたり、水洗いしましょう。）

注：）放射性物質により汚染されたおそれのある資材
（麦かん、稲ワラ、牧草等）は、敷料としても使用
しないで下さい。

２．家畜の飲用水について

家畜の飲用水は、放射性物質が混入しないよう

気をつけましょう。

⑴水道水や井戸水など、放射性物質の混入の
おそれのない水を利用しましょう。

⑵貯水槽には、フタをするなどホコリや雨水
が入らないようにしましょう。

⑶放牧が可能な地域以外では、舎外の水槽等
で家畜に水を与えることは避けましょう。

３．その他の飼養管理上の
留意事項について

誤用防止のため、搾乳・肥育牛用と育成・繁殖牛

用の粗飼料は分別保管しましょう。パドックは、

放牧が可能な地域のみ利用可能です。

・育成牛や肉用繁殖牛向けの粗飼料は、誤っ
て暫定許容値が厳しい牛に与えることのない
よう分別して保管しましょう。
・屋外運動場（パドック）は、放牧ができる
ようになった地域に限り、除草などを行って
から利用しましょう。
豚も牛と同じ地域で放牧等が可能ですが、

地面を掘ったりするため、放射性セシウムが
高いと想定される土壌（雨水が溜まる場所
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71

6

東日本大震災について～牛肉・稲ワラからの暫定規制値等を
超えるセシウム検出に対する新たな対策

等）は避けてください。

４．廃用を予定している牛への
粗飼料の給与について

廃用を予定している牛には、放射性物質を含ま

ない粗飼料を給与して下さい。

・廃用を予定している牛については、乳用牛
は最終分娩後、肉用牛は最終種付後、原発事

故後に刈り取った（放射性物質を含む）粗飼
料は与えず、事故発生前に刈り取り・保管さ
れた粗飼料や輸入粗飼料等の放射性物質を含
まない粗飼料を給与することにより、計画的
な飼養管理による準備を行いましょう。
また、出荷の際は県の畜産関係窓口等にご

相談ください。

農林水産省は、牛肉・稲ワラから暫定規制値等を超えるセシウムが検出されている件に対する
新たな対策を決定し、８月５日付で発表しました。

畜産会経営情報 Japan Livestock lndustry Association2011.8.15 No.261

10



肉用牛肥育経営安定特別対策事業（新マルキン事業）
の肥育牛補塡金単価について

［平成23年度第1四半期］

注：１００円未満切り捨て
４９，６００５１，３００３３，２００補塡金単価 C╳ ０．８

△ ６２，０５８△ ６４，１４１△ ４１，６１７差額 C＝A－B
３６２，３０１５７８，７０４８２３，４７８平均生産費 B
３００，２４３５１４，５６３７８１，８６１平均粗収益 A
乳 用 種交 雑 種肉専用種区 分

（表１）肥育牛補塡金の単価の算定 単位：円／頭

（独）農畜産業振興機構は、平成２３年度第１四半期（平成２３年４月から６月まで）に販売された
交付対象の契約肥育牛に適用する肉用牛肥育経営安定特別対策事業実施要網第５の６の⑽のアの
()アの肥育牛補塡金の単価について表１の通り公表しました。
なお、青森県、岩手県、宮城県、福島県、栃木県、茨城県、千葉県、長野県、新潟県、宮崎県、

熊本県および鹿児島県については、平成２３年度第１四半期（平成２３年４月から６月まで）に販売さ
れた生産者積立金の納付が免除された交付対象の契約肥育牛に適用する肉用牛肥育経営安定特別
対策事業実施要綱附則１０、１９および２２の肥育牛補塡金の単価について、表２の通り公表しました。

肥育牛１頭当たりの肥育牛補塡金単価

注：本事業は、新たな事業として基金の運営、管理を平成２２年４月から開始したことから、補塡金交付額に見
合う財源を確保できない場合、肉用牛肥育経営安定対策事業（マルキン事業）同様に、上記補塡金単価を
減額することがあります。

○ 肉用牛肥育経営安定特別対策事業実施要網（抜粋）
第５の６の⑽のアの()イ
県団体は、肥育安定基金の全額を取り崩してもなお支払うべき肥育牛補塡金の額に不足が生じる場

合は、理事長の承認を受けて、補塡金単価を減額することができるものとする。

３７，２００円３８，４００円２４，９００円
乳 用 種交 雑 種肉専用種

（表２）肥育牛補塡金単価
（生産者積立金の納付が免除された交付対象の契約肥育牛）

畜産会経営情報 Japan Livestock lndustry Association2011.8.15 No.261

11



集計方法

平成２０年４月～平成２２年３月の間に経営年

度の期末を迎えた繁殖・肥育一貫経営（常時

飼養頭数が種雌豚、肥育豚とも１頭以上、か

つ子豚出荷頭数割合が５０％未満、かつ肥育素

豚導入割合が１０％未満）事例を対象に、種雌

豚飼養頭数、所得などについて階層区分を行

い、項目ごとにその階層の平均値を算出しま

した。

経営概要

平成２１年度の経営概要は表１の通りです。

⑴ 経営規模

平成２１年度の労働力員数は、３．１人（前年

２．９人）、１戸当たりの種雌豚飼養頭数は１１８．３

頭（前年１１０．０頭）、同肥育豚出荷頭数は２２２２

頭（前年２０６０頭）となっており、いずれも前

年を上回っています。

⑵ 収益性

家族労働力１人当たり年間経常所得は、

２２３万４０００円（前年４３３万１０００円）、種雌豚１

頭当たり年間経常所得は４万４０００円（前年８

万８０００円）となっています。

⑶ 技術諸要因

種雌豚１頭当たり年間肥育豚販売頭数は

１８．３頭（１８．５頭）と、ほぼ横ばいの数値です。

そのもととなる繁殖・育成技術をみると、種

雌豚１頭当たり年間分娩頭数が２４．４頭〔１腹

当たり分娩頭数１１．１頭�種雌豚１頭当たり年

間平均分娩回数２．２回〕（２４．２頭）、種雌豚１

頭当たり年間子豚離乳頭数が２１．１頭（２０．６

頭）となっています。

また肥育技術についてみると、飼料要求率

は３．００％（３．１０％）となっています。

⑷ 安全性

種雌豚１頭当たり借入金残高は１６万４０００円

（１４万９０００円）、種雌豚１頭当たり年間借入金

償還負担額は１万４０００円（１万２０００円）と増

㈳中央畜産会では毎年、道府県畜産協会等が実施している経営診断・指導事例の経営状況
を把握するために、「経営支援活動の対象となった畜産経営の実態把握」についての調査を
行っています。
平成２２年度に集計し取りまとめた結果を４回に分け、酪農経営・肉用牛繁殖経営・肉用牛

肥育経営・養豚一貫経営の順に掲載してきました。今回が最終回です。

㈳中央畜産会

全国集計結果からみた畜産経営の動向④（養豚一貫経営）
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加しています。

費用構成

平成２１年度の種雌豚１頭当たり当期生産費

用の費目構成は表２の通りです。

さらに、本費用を主要な費目に括り当期生

産費用に占める構成をみたものが図になりま

す。

平成２１年度において、生産費用に対しての

構成比が最も大きいのは購入飼料費で、６５％

となっています。次いで大きいのが労働費の

１２％です。以上の２費目で当期生産費用の

７７％を占めています。

所得階層比較分析

平成２１年度の家族労働力１人当たり年間経

常所得階層別の経営概要は表３の通りです。

集計対象を上位２０％、中位６０％、下位２０％に

分類し、それぞれの数値を表示しています。

⑴ 経営規模

労働力員数は、下位階層３．０人（うち家族

１．６人）、中位階層３．０人（うち家族２．３人）、

上位階層３．５人（うち家族２．３人）となってい

ます。

種雌豚飼養頭数は、下位階層頭１０７．６頭、

中位階層１０４．１頭、上位階層１６８．９頭となって

１２，０８２１３，７２３円種雌豚１頭当たり借入金償還負担額安全性 １４９，２６９１６４，３０９円種雌豚１頭当たり資金借入残高
８．８９．７時間肥育豚１頭当たり年間労働時間

肥
育
技
術

技
術
諸
要
因

１６．３１８．２％対常時頭数事故率
６３９６６９ℊ販売肥育豚１頭１日当たり増体重
３．１０３．００飼料要求率
６３．４５８．１％枝肉規格「上」以上適合率
１１３１１４㎏肥育豚出荷時生体重
３３８２９９円肥育豚生体１㎏当たり販売価格
６６．４６５．３時間種雌豚１頭当たり年間労働時間

繁
殖
・
育
成
技
術 １８．５１８．３頭種雌豚１頭当たり年間肥育豚販売頭数

８９．４８９．３％子豚育成率（哺乳開始～離乳）
４２．８３８．９％種雌豚自家産割合
２０．６２１．１頭種雌豚１頭当たり年間子豚離乳頭数
１１．０１１．１頭１腹当たり分娩頭数
２．２２．２回種雌豚１頭当たり年間平均分娩回数

８８，２８２７６，０９８円うち労働費

収益性

４５９，８７０４０３，３６３円うち購入飼料費
６９０，３９１６２０，２７１円種雌豚１頭当たり当期生産費用
６７２，４４４６０３，８６０円種雌豚１頭当たり売上原価
７０１，０２１６１９，６６７円うち肥育豚販売収入
７０７，３５０６２９，３０４円種雌豚１頭当たり売上高
１２．４７．０％所得率

８７，７６２４３，８７９円種雌豚１頭当たり年間経常所得
４，３３１２，２３４千円家族労働力１人当たり年間経常所得
２，０６０２，２２２頭肥育豚出荷頭数

規模
９０３．２８９７．４頭肥育豚飼養頭数
１１０．０１１８．３頭種雌豚飼養頭数
２．１２．２人うち家族員数
２．９３．１人労働力員数
７１６７戸集計戸数

平成２０年度平成２１年度単位区分
（表１）経営概要（平成２１年度、養豚一貫経営・都府県）
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います。肥育豚出荷頭数は、上位階層３２９９頭

が下位階層１８４４頭の１．７９倍となっています。

⑵ 収益性

家族労働力１人当たり年間経常所得は下位

階層△４２６万円、中位階層１１６万円、上位階層

１１７３万円です。また、種雌豚１頭当たり年間

経常所得は下位階層△６万２０００円、中位階層

３万円、上位階層１８万７０００円となっています。

種雌豚１頭当たり売上原価は、下位階層が

５７万４０００円であるのに対し、中位階層は６１万

３０００円、上位階層は６０万７０００円とやや高めで

す。一方、種雌豚１頭当たり売上高は上位階

１００．０６９０，３９１１００．０６２０，２７１当期生産費用合計

当
期
生
産
費
用

１．１７，５１０１．２７，１４３賃料料金その他
１．０６，５８７１．４８，６７３消耗諸材料費
０．５３，５２１０．５２，９１１小農具費
１．５１０，６５２１．６９，８７３修繕費
５．２３６，２３６６．０３７，１４０計

減
価
償
却
費

１．０７，１０７１．６９，６５２家畜
１．６１０，７８５１．４８，５５５機器具・車輌
２．７１８，３４３３．１１８，９３３建物・構築物
１．３９，２４１１．５９，０５７燃料費
３．０２０，６５５３．３２０，５５７電力・水道費
４．４３０，２４７５．０３０，７５０診療・医薬品費
１２．８８８，２８２１２．３７６，０９８計

労
働
費

１１．２７６，９９０１０．１６２，５０５家族
１．６１１，２９１２．２１３，５９３雇用
０．２１，５４４０．２１，１１３敷料費
０．００．０自給飼料費
６６．６４５９，８７０６５．０４０３，３６３購入飼料費
２．２１５，３５６２．１１２，８７１素畜費
０．１６８９０．１７２１種付料

構成比構成比費目 平成２０年度平成２１年度
（表２）当期生産費用の構成（平成２１年度、養豚一貫経営・都府県、種雌豚１頭当たり）（単位：円、％）

（図）当期生産費用に占める各費目の割合（平成２１年度、養豚一貫経営・都府県）
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層が７６万１０００円であるのに対し、中位階層は

６１万８０００円、下位階層は５３万円になっており、

これらが所得階層間の差に表われていること

がわかります。

⑶ 技術諸要因

種雌豚１頭当たり年間肥育豚販売頭数は上

位階層１９．６頭、中位１８．３頭、下位１７．１頭となっ

ています。種雌豚１頭当たり年間子豚離乳頭

数も、肥育豚販売頭数と同様、上位階層２１．９

頭、中位２０．９頭、下位２０．７頭の順になってい

ます。

一方、種雌豚１頭当たり年間分娩頭数（１

腹当たり分娩頭数�種雌豚１頭当たり年間平

均分娩回数）をみると、上位階層（２４．８頭）

＞中位階層（２４．４頭）＞下位階層（２３．５頭）

となっています。

肥育技術についてみると、枝肉規格「上」

以上適合率は下位階層４７．３％に対し、中位階

層６１．４％、上位階層６０．９％となっています。

また、飼料要求率は下位階層３．０２％、中位階

層２．９８％、上位階層３．０２％となっています。

⑷ 安全性

種雌豚１頭当たり借入金残高は上位階層が

１２万円であるのに対し、中位階層１４万円、下

位階層２８万円となっており、とくに下位階層

で２０年度に比べて増えています。

１６，０６３１１，４４５１７，７３１円種雌豚１頭当たり借入金償還負担額安全性 １１９，８２６１３８，８１１２７９，８２３円種雌豚１頭当たり資金借入残高
８．２１０．９８．２時間肥育豚１頭当たり年間労働時間

肥
育
技
術

技
術
諸
要
因

１４．２１８．４２１．９％対常時頭数事故率
７２０６５７６４７ℊ販売肥育豚１頭１日当たり増体重
３．０２２．９８３．０２飼料要求率
６０．９６１．４４７．３％枝肉規格「上」以上適合率
１１４１１４１１３㎏肥育豚出荷時生体重
３３８２９４２７３円肥育豚生体１㎏当たり販売価格
４８．８７４．７５５．７時間種雌豚１頭当たり年間労働時間

繁
殖
・
育
成
技
術 １９．６１８．３１７．１頭種雌豚１頭当たり年間肥育豚販売頭数

９１．２８９．２８７．８％子豚育成率（哺乳開始～離乳）
４２．７４２．７２４．５％種雌豚自家産割合
２１．９２０．９２０．７頭種雌豚１頭当たり年間子豚離乳頭数
１０．８１１．１１１．２頭１腹当たり分娩頭数
２．３２．２２．１回種雌豚１頭当たり年間平均分娩回数

６３，９５３８５，７４７６１，３６６円うち労働費

収益性

４２５，４５０４０１，６７６３８５，９７７円うち購入飼料費
６３０，５６７６２７，６９６５８９，２９３円種雌豚１頭当たり当期生産費用
６０６，５２６６１３，７２６５７３，７１０円種雌豚１頭当たり売上原価
７４４，１４５６０７，９９５５２７，７０３円うち肥育豚販売収入
７６１，３３０６１７，５１１５３０，１３１円種雌豚１頭当たり売上高
２４．６４．９△１１．７％所得率

１８７，４９３３０，４２８△６２，２６５円種雌豚１頭当たり年間経常所得
１１，７３０１，１５６△４，２６２千円家族労働力１人当たり年間経常所得
３，２９９１，９７２１，８４４頭肥育豚出荷頭数

規模
１，１０７．０８４０．８８４５．４頭肥育豚飼養頭数
１６８．９１０４．１１０７．６頭種雌豚飼養頭数
２．３２．３１．６人うち家族員数
３．５３．０３．０人労働力員数
１４３９１４戸集計戸数

上位２０％中位６０％下位２０％単位区分
（表３）家族労働力１人当たり年間所得階層別集計結果（平成２１年度、養豚一貫経営・都府県）
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作り方

豊福祥旗さん

塩素注入器配置図

井戸の水

池の水 塩素注入器

水タンク
牛舎

塩素注入の効果

JA勝英畜産事業所 定森 久芳

安価な塩素殺菌で飲み水の水質改善
猛暑でも食欲旺盛「牛」生き生き

岡山県奈義町で肥育牛１６０頭（交雑種）を飼養する豊福祥旗さん（２７歳）は、塩素による
殺菌で牛の飲み水の水質改善に成果を上げています。
水道水はコストが掛かるため、豊福さんは、井戸水とため池の水を牛の飲み水に使ってい

ます。しかし、夏場になると水が濁り、牛が水を飲まなくなったため、保健所に委託してた
め池の水質を調査したところ、大腸菌群数が高いなど水質に問題があることが分かりました。
そこで、コストを掛けずに水質を改善する方法を模索し、塩素での殺菌にたどり着いたと

いいます。

プールなどに使う市販の塩素（低食塩次亜塩素酸ナトリウム）を利用し水をためるタンク
（３００ℓ）と水源をつなぐ配管に塩素を注入する市販の装置（１０万円程度）を組み込み、水を
殺菌します。塩素濃度は水道水よりやや高く、３ppmに設定しました。

８月の塩素添加前の大腸菌群数は７９００MPN（最確数）／１００mℓでしたが、塩素添加後は１．８MPN
／１００mℓ未満、濁度は４．９から６．５※と水質が明らかに改善されたことが分かります（表１）。
その結果、１頭の１日に飲む水の量が通常（５～１０ℓ）より約１ℓ増え、食欲は全く衰え

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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● ●
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コスト

なかったといいます（表２）。粗飼料摂取時間も短くな
り、食欲増進が図られたことが実証されました（表３）。

飲水量当たりの薬液コストは１頭当たり０．０６９円／日
で、塩素剤の補充は１週間に１回、５分程度で済むため、
ランニングコストを抑えることができ、手間もかかりま
せん。

豊福さんは「牛は水を飲まないと餌も食べず、太らな
い」と水の重要性を指摘。水の塩素殺菌は「病気にもな
らず、牛も大きくなり、肥育管理もしやすい。間違いな
く好結果が出ている」と胸を張っています。

（筆者：JA勝英畜産事業所所長）

※濁度について塩素添加後の数値が高いのは、塩素と水中の浮遊物が化合し、沈殿物
が生成されたためと思われる。

６．５※４．９濁度（度）

１．８未満７，９００大腸菌群数
（MPN／１００mℓ）

塩素添加後
（８月２４日）

塩素添加前
（８月３日）

表１ 水質調査

※塩素の注入の開始は８月２０日

３４．３３３．３１頭当たり

５，４９０５，３４０１６０頭当たり

塩素添加後
（８／２１～２２調査）

塩素添加前
（８／１８～１９調査）

表２ 飲水量調査（ℓ／日）

１１１１６１９ヵ月群

７７１４６１０ヵ月群

塩素添加後
（８月２５日）

塩素添加前
（８月１７日）

表３ 飼料摂取時間調査
粗飼料摂取時間（分 １５kg／頭）
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